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考察

遠江の埋納銅鐸出土例の概要

静岡県内出土の銅鐸関連遺物としては、銅鐸のほかに銅鐸片、小銅鐸、銅鐸形土製品、舌をあげるこ

とができる。しかし、完形に近い状態の銅鐸は、ほぼ全てが遠江に確認でき、とくに天竜川以西に多い

(島根県教育委員会ほか2002など、第43図)。そして、その全てが埋納されたと判断もしくは推測される

ものである。

以下、遠江の埋納されたとされる銅鐸(以下、埋納銅鐸)

2 

の出土事例を紹介する。

(1)湖西市白須翼

浜名湖の南西岸に面した平野の背後に広がる丘陵地帯、その中で南へと長い奥行きを持つ谷において

銅鐸2個(鍛冶ヶ谷l号銅鐸・鍛治ヶ谷2号銅鐸)が出土したとされている(梅原1927、第44図)。この谷

は、浜名湖南西側の平野から南にのびる谷であり、平野・浜名湖に通じる坊瀬川!が流れる。奥寄りで二

又に別れる手前、その西側丘陵急斜面に出土地点があるとされている。なお、他の弥生時代遺跡につい

ては、谷の入口付近の五反田遺跡において弥生土器が採取されている程度である。

しかし、この銅鐸出土は1801年(事和元年)であり、現存するのは豊橋市東観音寺にある鉦部分I個だ

けである。発見の記録が『掛川誌稿』にあり、『銅鐸図記』や F古今要覧稿』には出土銅鐸の絵図が記さ

れている。また、東観音寺の由来書も知られている。梅原末治氏は、これらの記録と地元住民の協力に

よって、出土数や出土地点に若干の疑問があるとしつつ、銅鐸2個が湖西市白須賀のこの地点、から出土

したとすることが合理的と判断している(梅原1927)。出土状態などの詳細は不明である。

出土銅鐸は、 l個の紐部分(残存高約34.2cm)だけの現存であるが、絵図によれば2っとも突線紐5式

の近畿式銅鐸であったことがわかる(第44図)。
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敷地銅鐸の埋納について

(2)浜松市北区三ケ日町

浜名湖の北西岸に面した平野の西側丘陵において、 3箇所から計4個の銅鐸(猪久保銅鐸、山田銅鐸、

荒神山l号銅鐸・荒神山2号銅鐸)が出土している(第45図)。

猪久保銅鐸は、 1965年にみかん園の工事によって出土したものであるが、出土直後の調査によって出

土状況などが把握されている(平野・向坂1965)。丘陵の南側に形成された谷の奥寄り、その斜面の中腹

から出土している。この谷自体は深くないが、南には日比沢川が流れる細長い谷平野を望む。出土状況

については、銅鐸の主軸を等高繰に平行にし、鰭を上下にして横倒しで理納されていた状況が把握され

ている(第45図)。銅鐸は突線紐4式の近畿式銅鐸である(第45図)。

山田銅鐸は、 1950年に開墾により発見されたものであるが、埋納状態の調査が行われている(三木

1955)。丘陵の東側に形成された比較的広く深い谷において、東向きの斜面中複で出土している。出土

状況については、銅鐸の主軸を等高線に平行にし、鰭を上下にして横倒しで埋納された状況が把握され

ている。銅鐸は突線紐4式の近畿式銅鐸である(第46図)。

荒神山1・2号銅鐸は、 1838年に丘陵の東側で出土したとされるもので、梅原末治氏による聞き取り調

査がなされている(梅原1927)。出土地点は、南東方向を向く丘陵斜面とされている。出土地点の北側に

深い谷が入り込んでおり、その入口付近の南側丘陵に位置するともいえる。崖となっていた部分で露出

していたものが発見され、後に掘り出されたなどとされているが、出土経緯・出土状態などの詳細は不

明である(梅原1927)。銅鐸は2っとも現存しており、突線紐3式の三遠式銅鐸である(第46図)。
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第45図遠江の埋納銅鐸②
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敷地銅鐸の泌総について

浜松市北区部四 1
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敷地銅鐸の埋納について

七曲り 2号鋸鐸(静岡県 1992)
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船渡 1・2号銅鐸の出土状況(梅原 1927)
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考察

船渡1• 2号銅鐸は、都田川流域の沖積平野から出土している。出土地点は、都田JlIと支流が合流する

付近の岸にあり、滝峯の谷の入口を望むことができる位置にある。 1880年、都田川北岸の堤防に露出し

ている銅鐸l個が水泳中に発見され、さらに、数日後に付近でもうI個が発見された。出土状況などにつ

いて、梅原末治氏が関連記事と実地(聞き取り)の調査を行っている(梅原1927、第48図)。それによれ

ば、 2つの出土地点は若干の隔たりを伴い、両銅鐸は裾を南の川側に向け、鰭を水平に横倒しの状態で

あったとされる。両銅鐸はともに突線釦3式の三遠式銅鐸である(第48図)。

日向郷銅鐸は、浜名湖の北東、浜松市北区細江町小野の丘陵地において出土している。ここでは日向

郷銅鐸と称すが、小野銅鐸・堂道銅鐸などとも言われている。 1933年に畑造成のための土取作業中に発

見されたが、出土状況などについて聞き取りがなされている。出土地点、は、井伊谷川が流れる平野から

北西にのびる谷、その谷から南西に分岐する支谷の北側丘陵斜面に立地する。出土状態については、紐

を西に向け鰭を平らにして置かれていたとされている(船越・山崎1933)。銅鐸は突線紐3式の三遠式銅

鐸である(第49図)。
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敷地銅鐸の埋約について

長議銅鐸(梅原 1927)
;J干今要覧

ギメ (静岡県 1992)
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考察

⑥は崩落・流土の影響によるものである可能性が高い。すなわち、上にしていた鰭の下端部が、崩落・

流土の影響で斜面下(北)方に曲がったと考えられるのである。この点からも、右鰭が斜面下(北)方

にあったという上記同様の出土状態を復元することができるのである。

さらに、本鐸は完全なクリーニングをされていないため、若干の土砂が付着したままになっている。

外面については、左側により多くの土砂が付着しており、一方、傷の多い紐B面右半や身の右側寄りに

は表土と思われる他より暗い褐色土が付着している。よって上記と同じく、 B面が上、右側が斜面下

(北)方にあったと復元することができる。なお、内部では右寄りに多くの土砂が残されており、復元

した出土状態では不自然にも感じるが、この点については、舞内面のほぼ全面に土砂が付着しているこ

と、土砂のない部分では土砂を取り除いた跡がいくつかみられることから、本来は銅鐸内部のほぼ全体

に土砂が入っており、いくらかの土砂を取り除いた結果と考えられる。よって、内部の土を積極的な埋

納姿勢の根拠とすることは難しいと考えた。

¥争傷 +変形(カの加わった方向) 級協比較的付着土砂の多い範囲

A端部の傷 11111111111比較的大きな欠損 暗い褐色土の付着・影響範闘

敷地 1号銅鐸模式図

後
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り

敷地 2号銅鐸模式図

。
(1 : 10) 40cm 

土砂の付着

暗い褐色土は各所に

若干みられ、偏りはな

い。明るい褐色土はA

面右半部に多くみられ

る。

ヤ
』 ※凡例は1号銅鐸と同じ

約 1・10(写真をトレース)
田村 2002

第54図敷地ト2号銅鐸の発見時の痕跡
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敷地銅鐸の埋納について

内縁に鋸歯紋を持つような面を斜面上方に向けた可能性が考慮される。

本稿の検討は限定的な資料によるものであり、ここで得られた指摘の妥当性については、全国的かっ

詳細な資料の検討によって確認する必要がある。しかし、敷地3号銅鐸の調査成果を得ることによって、

これまで、不明点が多かった敷地1・2号銅鐸の埋納方法について新たな検討を加えることができ、さらに、

銅鐸埋納の方法とその意識について探る一つの方向性について言及することはできたと考える。銅鐸の

発掘調査例は今なお数少なく、そこから得られる成果については、本稿のように多様に活用できるもの

として高く評価したい。
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